




(1) 業績の状況 

当第３四半期連結会計期間における日本、海外を合わせた自動車の連結販売台数は、206万５千台

と、前年同四半期連結会計期間に比べて22万７千台 (12.4％) の増加となりました。日本での販売台

数については、58万３千台と、前年同四半期連結会計期間に比べて11万８千台 (25.4％) の増加とな

りました。一方、海外においても、148万２千台と、前年同四半期連結会計期間に比べて10万９千台 

(7.9％) の増加となりました。 

当第３四半期連結会計期間の業績については、売上高は５兆2,929億円と、前年同四半期連結会計

期間に比べて4,901億円 (10.2％) の増収となり、営業利益は1,891億円と、前年同四半期連結会計期

間に比べて5,497億円の増益となりました。営業利益の増減要因については、増益要因として、台

数・構成等の影響が2,100億円、原価改善の努力が1,500億円、固定費の削減が800億円、その他の要

因が1,197億円ありました。一方、減益要因として、為替変動の影響が100億円ありました。また、税

金等調整前四半期純利益は2,249億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて5,070億円の増益、当社

株主に帰属する四半期純利益は1,532億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて3,179億円の増益と

なりました。 

  

(注) 「当社株主に帰属する四半期純利益」は、前連結会計年度における「四半期純利益」と同じ内

容です。 

  

    事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりです。 

①自動車事業 

売上高は４兆8,611億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて5,500億円 (12.8％) の増収とな

り、営業利益は1,245億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて3,572億円の増益となりました。

営業利益の増益は、生産および販売台数の増加、原価改善の努力ならびに固定費の削減などによる

ものです。 

  

②金融事業 

売上高は3,072億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて394億円 (11.4％) の減収となりまし

たが、営業利益は806億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて2,045億円の増益となりました。

営業利益の増益は、販売金融子会社において、金利スワップ取引などの時価評価による評価益が計

上されたこと、貸倒関連費用および残価損失関連費用が減少したことなどによるものです。 

  

③その他の事業 

売上高は2,262億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて681億円 (23.1％) の減収となり、営

業利益は前年同四半期連結会計期間に比べて144億円減少し、144億円の損失となりました。 

  

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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    所在地別セグメントの業績は、次のとおりです。 

①日本 

売上高は３兆938億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて797億円 (2.6％) の増収となり、

営業利益は339億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて1,981億円の増益となりました。営業利

益の増益は、原価改善の努力、生産および販売台数の増加ならびに固定費の削減などによるもので

す。 

  

②北米 

売上高は１兆6,227億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて2,837億円 (21.2％) の増収とな

り、営業利益は797億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて3,271億円の増益となりました。営

業利益の増益は、生産および販売台数の増加、販売金融子会社において、金利スワップ取引などの

時価評価による評価益が計上されたことならびに貸倒関連費用および残価損失関連費用が減少した

ことなどによるものです。 

  

③欧州 

売上高は5,610億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて995億円 (15.1％) の減収となりまし

たが、営業損失は213億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて221億円損失が縮小しました。 

  

④アジア 

売上高は7,625億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて786億円 (11.5％) の増収となり、営

業利益は671億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて266億円 (65.9％) の増益となりました。

営業利益の増益は、生産および販売台数が増加したことなどによるものです。 

  

⑤その他の地域 (中南米、オセアニア、アフリカ) 

売上高は4,940億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて1,125億円 (29.5％) の増収となり、

営業利益は394億円と、前年同四半期連結会計期間に比べて59億円 (17.3％) の増益となりまし

た。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの状況については、営業活動からのキャッシュ・

フローは、4,834億円の資金の増加となり、前年同四半期連結会計期間が3,865億円の減少であったこ

とに比べて、8,699億円の増加となりました。また、投資活動からのキャッシュ・フローは、１兆

4,422億円の資金の減少となり、前年同四半期連結会計期間が152億円の増加であったことに比べて、

１兆4,574億円の減少となりました。財務活動からのキャッシュ・フローは、4,142億円の資金の増加

となり、前年同四半期連結会計期間が4,267億円の増加であったことに比べて、125億円の減少となり

ました。これらの増減に加え、為替換算差額を合わせますと、当第３四半期連結会計期間末における

現金及び現金同等物の残高は、２兆1,355億円と、前四半期連結会計期間末に比べて5,170億円

(19.5％) 減少しました。 
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題について、重要な変更お

よび新たに生じた課題はありません。 

  

(4) 研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間における研究開発費は、1,896億円です。 
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